
船舶事故調査報告書 

令和７年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（係船ブイ） 

発生日時 令和６年５月２日 ２２時３２分ごろ 

発生場所 広島県呉
くれ

市呉港 

小麗女
こ う る め

島灯台から真方位１１７°１,５６０ｍ付近 

（概位 北緯３４°１４.０′ 東経１３２°３２.０′） 

事故の概要 プレジャーボートRIZIN
ライジン

18 は、西北西進中、係船ブイに衝突した。 

事故調査の経過 令和６年８月８日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート RIZIN18、２.６トン 

 ＨＳ３－４４０７７（漁船登録番号）、個人所有 

 第２９０－３７３９３号、（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 左舷船首部船底外板に破口 

係船ブイ 手すりに凹損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者４人を乗せ、呉市吉浦湾内

の釣り場へ移動する目的で、法定灯火を表示し、海上自衛隊呉造修補

給所工作部沖を出発した。 

本船は、レーダー設備がなく、ＧＰＳプロッターを作動させ、船長

が、操縦席に腰を掛け、約１６ノットの対地速力で、手動操舵により

西北西進した。 

船長は、ブイが傾いて灯りが視認できない状況に気付いていない状

況下、過去の自船のＧＰＳプロッターの航跡を目安に航行すれば無難

に航行できるものと思い航行中、小麗女島灯台から真方位１１７°

１,５６０ｍ付近に設置された係船ブイ（以下「本件ブイ」という。）

に衝突した。（写真１参照） 

 

 

 

 

写真１ 係船ブイ 

 

本件ブイには、黄色の灯色の点滅灯（以下「本件灯火」という。）

が設置されていたが、船長は視認することができなかった。 



 

  

本事故時、本件ブイは本船の進行方向と同方向に傾き、本船からは

視認できない状況であったことが判明した。 

 船長は、小麗女島沖から本事故前に釣りを行っていた場所までの往

路で記録されたＧＰＳプロッターの航跡を目安に航行していたが、航

跡上を正確に航行してはいなかった。 

本件ブイは、海図Ｗ１１０９に表記され、本船のＧＰＳプロッター

にも表示されていた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析 本船は、西北西進中、船長が、過去の本船のＧＰＳプロッターの航

跡を目安にすれば安全に操船できるものと思い、本船の進路付近に

あった本件ブイの位置を正確に確認しなかったことから、本件ブイに

衝突したものと考えられる。 

船長は、往路で記録されたＧＰＳプロッターの航跡を目安に航行し

ていたが、厳密に航跡上を航行していたわけではなく、航跡から少し

ずれて航行していたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、西北西進中、船長が、過去の本船のＧＰ

Ｓプロッターの航跡を目安にすれば安全に操船できるものと思い、本

船の進路付近にあった本件ブイの位置を正確に確認しなかったため、

本件ブイに衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・レーダーを搭載していない小型船舶の船長は、夜間、係船ブイが

存在する水域を航行する際は、ＧＰＳプロッター等で同ブイ等の

位置を確認した上、係船ブイから安全な距離を取って航行するこ

と。 



付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

事故発生場所 

（令和６年５月２日 

２２時３２分ごろ発生） 

小麗女島灯台 

本件ブイ 
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呉造修補給所 

工作部 

 

釣り場 

吉浦湾 

釣り場 


